











































にあっては評価できるものである。しかし、その後に『下田歌子先生伝』の成立があり、本格評伝として認識することは逆に難しくなる。つまり、 「平民新聞」に代表されるような下田歌子バッシングに対抗する意味合いがあったのかもし ないが、カリスマ性のあった下田歌子を必要以上に祭り上げる姿勢のも であった。







の生涯を概観することを目的とし、下田が生きた時代 女性の地位や置かれた状況等にも細かく配慮 て考察を加え、ま 最近、新資料の出現によって見直されている幕末維新 研究にも目を向け、資料を駆使して下田歌子の生き方や業績を再評価しながら評伝として組み上げていくことを最終目標としたい。

















































































































































































































































































父の謹慎に伴い、 従者のすべ てに暇を出し、 食事も茶漬けと漬物で節約を始める。




































































































6歳の頃、 父、 信左右衛門、 せき子の神童ぶりを祖父、 東條琴臺
に書き送ったところ、 返書に女子の為すべきところをさせるようにとあり、 せき子の読書が禁じられ、 裁縫、 灑掃に力 注がせるようになった。この頃、 ガラガラ煎餅というのを好み、 同時に玩具のお金を溜めて父親の罪を許してもらおう 考え、 祖母に諫められる。
▼










この頃より、 漢籍を父に、 和歌を同藩の大野鏡光尼に学び、 漢詩も作り始める。
▼
  1861 （文久元） 年
 
7歳















































































































































































  1864 （元治元） 年
 
10歳












































































































































































































































岩村 、 新政府軍に帰順 、 東山道鎮撫使 従う。
	
	














































































































































































































































































政府、 大学校設立 昌平学校を中心に開成 ・ 医学校は分局。
	
	




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































開成 ・ 医学校を合併。 大学発足。
	
	

















































































































































































































歌子の和歌、 篠田笠亭編 『明治英名百詠撰』 に収録。
	
11・
20	
歌子、 病気のため、 宮中奉仕を拝辞。
